
Ⅰ　はじめに

　本研究の目的は，渡良瀬遊水地の成立および遊

水地の本来的機能である治水（洪水調節）機能を

概括した上で，時代の変化に伴い，レクリエー

ションや環境保護の場といったさまざまな機能が

遊水地に付加されていく過程を検討し，渡良瀬遊

水地という巨大な公益的空間（オープンスペー

ス）の性格がもつ意義を明らかにすることである。

　内田（１９８５：８）によれば，遊水地とは「河川に

おいて，越流堤等の施設を設け，高水流量の一部

を計画的に氾濫させ，一時的に貯留することに

よって，下流部の流量の低減をはかることを目的

とした地域」とされる��。同様に五味（１９９７：４４２）

は，「堤内地または堤外地に，洪水など不意の出水

時に一時的に水を貯留する場所」と定義してい�

る��。本稿では，内田や五味の定義にあるよう

な，洪水時に下流河道の流量を減らすために，河

川沿いの低湿地などに，自然または人工的に洪水

の一部を貯める施設を遊水地と呼ぶことにする。

　堤防を人為的に低くして，洪水の一部をあふれ

させ，下流部の流量を制御する治水方法は，戦国

期以降に生み出されたシステムであるといわれる

が（土木学会関西支部編，１９９８：２４１�２４２）��，明

治期以降の近代治水政策においても，利根川水

系，北上川水系，木曽川水系，淀川水系，筑後川

水系など頻繁に洪水被害を受けた大河川流域にお

いて，遊水地は建設されてきた。なかでも本研究

で対象とする渡良瀬遊水地は，東京都心より北

６０��に位置し，栃木，群馬，埼玉，茨城４県の

２市４町にまたがる全国最大の遊水地である（第

１図）。南北約９��，東西約６��，外周２９��，

総面積が３，３００��に及び，総貯水容量は約２億��

に相当する。

　渡良瀬遊水地は，利根川下流の菅生，稲戸井，

田中の３調節池とあわせて，流域における洪水抑

止機能を果たすとともに，東京大都市圏における

生活用水や工業用水の供給といった公益的機能を

有しているが，同時にその広大なオープンスペー

スは，住民のレクリエーション活動の場として利

用されるほか，近隣地域の小学校における総合学

習・環境教育の場としても重要な役割を担ってい

る。

　また遊水地全体の約７５％にあたる２，５００��は植

生が被覆し，ヨシ，オギ，スゲなどの群落が形成

されている。わけても大きな面積を占めるヨシ原

や湖沼などの水域には，貴重な動植物が生育して

おり，自然環境の保護という意味でも貴重な場所

となっている。また周知のように，当該地域に遊

水地が建設された経緯には足尾銅山の鉱毒事件が

あり，日本の近代史においても，その存在のもつ

意味は大きい。

　遊水地の一義的な機能はいうまでもなく，洪水

抑止にあるが，遊水地が冠水するのは年に数日程
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度であり，日常では割替制度をともなった流作場

として耕作がなされたり，採草地や漁場として，

旧地権者らによる経済目的の利用もなされてい

た。こうした慣行上の利用とは別に，近年では，

多目的利用を前提とした遊水地建設が顕著にみら

れるようになった��。特に，河川の拡幅や堤防建

設用地の確保が困難な都市部では，洪水調節地に

緑地やスポーツ・レクリエーション施設を設けて，

親水空間として遊水地を整備する事業が行われて

いる。例えば，鶴見川多目的遊水地（横浜市）��

や花園多目的緑地（東大阪市）��はその代表例と

いえる。

　人文地理学において遊水地の研究は，遊水地計

画と農業保全との関わりを論じた白井・加藤

（１９７８）��，北上川水系・一関遊水地における遊水

地事業の展開過程や集落移転と補償問題，および

その治水効果を検証した内田（１９８５），遊水地的

機能をもった低湿地の住宅開発の問題点を論じた

安田（１９８７）��などが挙げられる。ため池につい

ては，その存在形態や洪水調整機能，あるいは多

面的機能に関して，内田による一連の研究が成果

を修めている（例えば，内田，１９９９�，�，２００１�，

�，�など）��。

　東京大都市圏の外縁部に位置する渡良瀬遊水地

は，都市住民にとっての日帰り余暇圏に相当し，

各種のイベントへの参加や自然探訪，スポーツ利

用といった憩いの場所であることが予期される

が，同時に４県の縁辺部に位置するため遊水地を

管轄する行政機関相互の連携がとりにくく，東京

方面からの交通利便性に比して，積極的な利用が

なされていないという現状がある。本研究はこれ

らの既往の研究成果を踏まえた上で，遊水地とい

う広大なオープンスペースが持つ現代的な意義を

明らかにしたい。

　本稿の構成は以下の通りである。まず第Ⅱ章

で，渡良瀬遊水地建設の歴史的背景と調節地化事

業の推移を土地利用の変化を手がかりに整理す

る。第Ⅲ章では，遊水地の基本的な機能である治

水機能とそれに附随する利水機能について，国土

保全機能という形で論じる。続く第Ⅳ章では，土

地収用以前の地権者である旧谷中村（現栃木県藤

岡町）の住民による慣行的な土地利用の様子を，

内水面漁業およびヨシの採取と加工を事例に分析

する。さらに第Ⅴ章では，渡良瀬遊水地が多機能

化し，多目的利用がなされている実態をレクリ

エーション機能，環境保全・社会的機能，教育・

文化的機能という視点から取りあげる。最後に第

Ⅵ章で，これらの分析を手がかりに，公益的空間

であるオープンスペースの持つ地理学的な意義を

検討する。
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第１図　研究対象地域



Ⅱ　足尾鉱毒事件と遊水地の成立

　渡良瀬遊水地の成立には日本における鉱毒事件

の嚆矢とされる足尾鉱毒事件が大きく関わってい

る。足尾鉱毒事件については森長（１９８２）���，東

海林・菅井（１９８４）���，田村（２０００）���らをはじめと

する数多くの研究の蓄積がある。本章ではまずこ

れらの先行研究を参考として足尾鉱毒事件と遊水

地成立の歴史的経緯について概観する。また旧版

地形図を手がかりとし，土地利用の変遷を検討す

る。

Ⅱ－１　足尾銅山の沿革

　足尾鉱毒事件の原因となった足尾銅山は渡良瀬

川の上流，栃木県上都賀郡足尾町に位置してい

る。皇海山，大平山，松木山などを水源とする渡

良瀬川は支流を集めながら足尾銅山の主体である

備前楯山の東側を南下し，西南へ向けて足尾付近

の渓谷を貫流する。群馬県山田郡大間々町で平地

に出た渡良瀬川は扇状地を形成しつつ群馬県桐生

市，栃木県足利市に接して流下し，館林市の北側

を経て藤岡町で思川，�巴波�川と合流しており，栗
���

橋町で利根川と合流している。これら渡良瀬川沿

岸の地域が足尾銅山から渡良瀬川に排出される鉱

毒の被害地となった。

　足尾銅山は１６世紀中期に発見されたと伝えら

れ，江戸時代には幕府御用山として経営されてい

た。幕府の管轄の下で開発が進められ，江戸時代

の最盛期である１６８４（貞享元）年には年間１，５００ト

ンを産出したとされる。しかしその後の乱掘によ

り産銅量は次第に減少し，１８４４（弘化元）年には

ほぼ休山状態となっていた。明治維新後，殖産興

業を推進する明治政府は特に銅の増産を強化する

鉱業政策を進め，１８６９（明治２）年の鉱山解放令

により鉱山の民営化が許可された。足尾銅山は

１８７６（明治１０）年に古河市兵衛に経営権が譲渡さ

れ，以後削岩機，ボイラー式ポンプなどの近代技

術の導入，１８８４（明治１７）年の大鉱脈（横間歩大

直利）の発見などにより産銅量を飛躍的に伸ばし

た。

Ⅱ－２　鉱毒被害の拡大と請願運動

　足尾銅山の生産性の飛躍的向上は，一方で鉱山

から排出される銅，カドミウム，ヒ素等の有害成

分を含有する鉄屑や廃石による河川の汚染を招く

こととなった。第１表は足尾鉱毒事件の経緯を整

理したものである。１８７９（明治１２）年にはすでに

栃木県令から渡良瀬川の魚類の食用，販売禁止令

が布達されており，このころからすでに鉱毒被害

は始まっていたと考えられる。また１８８４年夏には

渡良瀬川において魚類の大量死が認められるなど

次第に鉱毒被害は顕著になっていった。利根川と

合流する付近の渡良瀬川下流地域は低湿地であ
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第１表　足尾鉱毒事件関連年表

事項西暦
足尾銅山，古河市兵衛に貸与される１８７７
足尾銅山で大鉱脈発見１８８４
鉱毒により渡良瀬川の魚類（鮎，鮒，鯉など）大
量死が発生，しだいに鉱毒被害が顕著になる

１８８５

渡良瀬川大洪水１８８８
谷中村，村制施行（下宮村，恵下野村，内野村
が合併）

１８８９

渡良瀬川の大洪水により，群馬，栃木県に鉱毒
被害発生

１８９０

栃木県議会，知事に鉱毒停止要求の建議書を提出
群馬県議会，知事に鉱毒停止要求の建議書を提出１８９１
田中正造，帝国議会に鉱毒問題に関する質問書
を提出
古河側と鉱毒被害地域の示談開始１８９２
渡良瀬川大洪水１８９６
被害民による第１回，第２回大挙押出し１８９７
渡良瀬川大洪水
被害民による第３回大挙押出し

１８９８

被害民の押出，川俣で警察官と衝突（川俣事件）１９００
田中正造，鉱毒被害を明治天皇に直訴１９０１
渡良瀬川大洪水により谷中村堤防決壊１９０２
内務省，栃木県利島村，川辺村，谷中村に遊水
地化計画を推進
利島村，川辺村の反対運動により計画を撤回
谷中村廃村，遊水地化計画が正式発表１９０３
栃木県議会，谷中村買収案を可決１９０４
田中正造，谷中村に寄留
渡良瀬川洪水により谷中村浸水
栃木県，谷中村の買収を開始，受諾村民は周辺
市町村等に移住

１９０５

谷中村，行政上廃村になる１９０６
土地収用法適用，旧谷中村において残留民家１９０７
１６戸強制執行
渡良瀬川付け替え工事開始（藤岡台地開削）１９１０
旧谷中村最終残留民立ち退き１９１７
遊水地完成１９２６

（森長英三郎（１９８２）：『足尾鉱毒事件』，日本評論社による）



り，洪水の発生率の高い地域であった。これらの

地域に頻発する洪水によって鉱毒に汚染された渡

良瀬川の水が冠水し，農作物の不作などの被害が

生じたのである。特に１８８８（明治２１）年，１８９０

（明治２３）年におきた渡良瀬川の大洪水によって渡

良瀬川沿岸の耕地は鉱毒水に汚染され，鉱毒被害

は次第に拡大していった。１８９０年以降ほぼ毎年の

ように洪水が頻発し，特に１８９６（明治２９）年の洪

水は大規模であった。頻発する洪水により被害面

積は拡大し，加害構造が巨大化することとなった

のである。鉱毒被害の顕在化にともなって鉱毒問

題は大きな社会問題となり，１８９０年には栃木県議

会，翌年には群馬県議会から各県知事宛に鉱毒停

止要求の建議書が提出された。また同年には田中

正造が帝国議会に鉱毒問題に関する質問書を提出

しており，鉱毒被害に対する社会の関心も高まっ

ていった。

　これらの鉱業停止要求に対し，政府および古河

側は一貫して鉱業継続を前提とした対応に終始

し，被害地域に対して被害補償を提示した。１８９２

（明治２５）年には補償金の支払いと鉱毒排除のため

の粉鉱採集機導入による鉱毒排除を主な項目とし

た示談が被害地域と古河側で締結された。しかし

鉱毒被害はますます拡大し，被害地域住民による

政府への請願運動がおこる。１８９７（明治３０）年か

ら１９００（明治３３）年にわたって被害住民が集合し，

関係省庁に直接鉱業停止を請願する「大挙東京押

し出し」が４回行われた。このうち１９００年に行わ

れた第４回東京押し出しでは川俣において住民と

警官隊が衝突し，６８名もの検挙者が出た。この川

俣事件により指導者層の多くが検挙され，住民に

よる請願運動は次第に退潮していった。しかし翌

１９０１年１２月，議員を辞職した田中正造が明治天皇

に直訴を試みたことから，鉱毒に対する世間の関

心は再び高まることとなった。

Ⅱ－３　谷中村廃村と遊水池化計画

　鉱業停止の要求が高まる中，政府は治水事業に

よって洪水を防ぎ，鉱毒被害を押さえる策を打ち

出す。これは渡良瀬川と利根川が合流する地域に

広大な遊水池を設置し，洪水を防ぐことにより鉱

毒問題を処理しようというものであった。１９０２

（明治３５）年，当初内務省は埼玉県埼玉郡利島村，

川辺村（現北川辺町）を廃村して遊水池を設ける

案を推進したが，これは住民の反対運動により撤

回された。その後１９０２（明治３６）年６月には谷中

村の廃村，遊水池化計画が正式発表となり，翌年

には栃木県議会において「治水堤防費」の名目で

谷中村買収費が強行採決された。

　１９０１年の洪水によって鉱毒に犯されていない土

が運ばれたことにより，翌年には農業生産はある

程度回復していた。このため他の被害地域住民

は，鉱業停止よりもむしろ治水を求めるようにな

り，鉱毒反対運動は停滞状態にあった。また日露

戦争の勃発により，世論も谷中村廃村にほとんど

関心を示さず，谷中村は他の鉱毒被害地域や世論

の協力や支持を受けられない孤立状態にあった。

このような状況の中で田中正造は１９０４（明治３７）

年に谷中村に入り，以後抵抗運動の指揮をとっ

た。また廃村決定後には，栃木県は洪水による堤

防の破堤箇所を補修せずに放置し，住民が費用を

負担した緊急工事が完成したのち堤防を破壊し，

その破壊費用を住民から徴収するなどの嫌がらせ

や圧力をかけていった。

　１９０６（明治３９）年７月１日，谷中村は田中正造

を中心とする抵抗運動にも関わらず行政的に廃村

となった。しかし実際には約１４０世帯，千人近い

村民が谷中村内に残留していた。これらの残留民

達は谷中村復活の嘆願運動を行ったが，政府は

１９０７（明治４０）年に土地収用法を適用して土地の

強制買収を行った。同年６月２９日には栃木県によ

る家屋の強制破壊が行われた。その後，１９１１（明

治４４）年から１９２２（大正１１）年にかけて遊水地化

工事が行われ，渡良瀬川の改修などが行われた。

Ⅱ－４　渡良瀬遊水地の変遷と土地利用

　ここでは１８８４年から２００１年の４枚の地形図を手

がかりとして，谷中村が廃村となり遊水地が形成

されていく過程における土地利用の変遷を検討す

る。
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１）１８８４（明治１７）年における土地利用

　１８８４年にはまだ谷中村は成立しておらず，谷中

低地には内野村，下宮村，�恵��下��野�村が図示されて
�����

いる（第２図）。これらの村は輪中堤に囲まれた

堤内地に位置する。渡良瀬川，思川，巴波川が合

流する旧谷中村一帯は水害が頻発し，慶長年間か

ら築堤，河川の改修が繰り返されてきた。しかし

築堤によって輪中を形成してもなお水害は収まら

ず，江戸期からたびたび大洪水の被害が記録され

ている。

　渡良瀬川の河道は地図の南西を大きく蛇行しつ

つ南下している。堤内地には赤麻沼をはじめとし

て大小７つの沼が分布しており，土地の多くは荒

地，湿地として描かれている。集落は主に渡良瀬

川，思川，巴波川の自然堤防上などの微高地に位

置している。また谷中村をはじめとするこの地域

には水害対策のため，盛り土をして家屋の地盤を

高くする�水塚�を設けている民家も多かった（写真
���

１）。

　各集落の周辺には耕地が存在しているが，畑が

多くみられ田の面積は比較的小さい。『藤岡村史�

資料編谷中村』���掲載の１８９４年から１９０２年の『下

都賀郡統計書』によれば，谷中村の民有有税地の

約半分が沼地，原野であったことが分かる。残り

の約半分の土地が耕地，もしくは宅地として利用

されていた。また第２表にみられるように耕地の

うち約３分の２が畑として利用されており，残り

の約３分の１が田となっている。第３表は明治初

期における下宮村，恵下野村の穀物の生産量を示

したものである。この表からは米の生産高は両村

ともに低く，小麦や大麦，下宮村では大豆など畑

作による作物の生産高が多いことを読みとること

ができる。また巴波川と思川の合流点付近には桑

園がみられる。

２）１９２９（昭和４）年における土地利用

　１９２９（昭和４）年の地形図では周囲堤が築堤さ

れ，すでに「遊水池」が誕生している（第３図）。

渡良瀬川改修計画は１９１１年に着工され，渡良瀬川

の河道の付け替えと周囲堤の築堤が行われた。迅

速図では遊水地の南西部を蛇行しつつ流れていた

渡良瀬川の河道は，１９２９年には遊水地の中央を北

西から南東へ向けて流下している。この河道の変

更は１９１０年に着工した新川の開削工事によるもの

であり，藤岡台地の北部に幅９０間の新川を開削

し，赤麻沼を通して遊水地に河道をつなげた。こ

の改修工事により赤麻沼には渡良瀬川によって運

ばれる土砂が堆積し，面積の半分以上が埋め立て

られた。その結果，赤麻沼の名は地図上から消滅

している。また河道変更工事の際に旧河道は閉め

切られて廃棄されたが，遊水地南西部には渡良瀬

川の蛇行した旧河道の一部をみることができる。

また思川，巴波川の河道も直線に変更された。

　堤内地は旧河道付近を除いてその大部分が湿地

に転化しているが，渡良瀬川と思川の合流地点付

近には桑園が認められ，遊水地成立後も堤内地が

経済活動の場として利用されていたことが推測さ

れる。また遊水地の北部には石川沼のほか，新た

にいくつかの沼が出現している。

３）１９６４（昭和３９）年における土地利用

　１９６４（昭和３９）年には赤麻沼および石川沼，ま

た１９２９年時点で認められた遊水地北部のいくつか

の沼は完全に姿を消し，湿地へと転化している

（第４図）。堤内地は渡良瀬川の旧河道付近，旧赤

麻沼の一部，および１９２９年時点で桑園として利用

されていた部分を残して，その面積のほとんどが

湿地として描かれており，土地利用に大きな変化

は認められない。

　１９４７（昭和２２）年のカスリーン台風がもたらし

た洪水による関東各地の被害は大きく，これを機

にカスリーン台風級の台風を想定して渡良瀬川改

修計画が変更された。これは治水機能をさらに効

率的に発揮させるため，遊水地を分割して�囲繞堤�
������

や越流堤，排水門などの治水システムを整備する

ものであった。この調節地化計画は１９６３年に着工

されたが，１９６４年時点では囲繞堤および池内水路

の一部がみられるのみである。

４）２００１（平成１３）年における土地利用

　２００１（平成１３）年には囲繞堤，越流堤，谷中湖

など現在の遊水地の治水施設がほぼ完成されてい

る。またレクリエーション施設が建設されてお

―　���　―
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第２図　１８８４年における土地利用
� （『明治前期関東平野地誌図集成』「古河

町」，「藤岡町」による）

第３図　１９２９年における土地利用
� （国土地理院発行５万分の１地形図「古

河」による）

第４図　１９６４年における土地利用
� （国土地理院発行２万５千分の１地形図

「古河」，「下野藤岡」による）

第５図　２００１年における土地利用
� （国土地理院発行２万５千分の１地形図

「古河」，「下野藤岡」による）



り，遊水地の多目的利用が進展したことを窺うこ

とができる（第５図）。

　第６図は渡良瀬遊水地における治水施設とレク

リエーション施設を示したものである。遊水地は

第１，第２，第３の３つの調節地に分割���され，

それぞれの調節地の周囲は囲繞堤によって囲まれ

ている。また囲繞堤の一部が数メートル低くなっ

ている箇所が越流堤と呼ばれるものである。洪水

時に水位が一定以上になると排水門を閉め，全体

で４か所ある越流堤から調節地内に水を流入させ

るようになっている。遊水地に水を引き入れるこ

とによって下流の水位を低くし，洪水を防ぐシス

テムである。洪水が収まると排水門を開け，貯め

られていた水は池内水路を通してすみやかに排出

される。

　渡良瀬川の右岸に位置し，遊水地の約半分を占

める第１調節地は最も面積が広く，レクリエー

ション施設が集中している。また南部には貯水池

化事業によって掘削して築かれた谷中湖がある。

谷中湖は洪水調節に加えて都市用水の供給などを

行う多目的ダムであり，１９７６（昭和５１）年に着工

し，１９９０（平成２）年から運用が行われている。

　その周辺は釣りやスポーツなどのレクリエー

ションの場として整備が行われ，１９９１（平成３）

年から一般に開放されている。谷中湖のすぐ北の

部分は円形広場などを設けた「親水多目的ゾー

ン」，自転車貸出所や売店を備えた「子供広場

ゾーン」，谷中村役場跡や雷電神社跡，谷中墓地，

延命院跡など谷中村の史跡を保全している「史跡

保全ゾーン」に分割されている。また北部には渡

良瀬運動公園，渡良瀬遊水地アクリメーション振

興財団（以下，アクリ財団）が運営する渡良瀬カ

ントリークラブなどのスポーツ施設が建設される

など，遊水地の多目的利用が行われるようになっ

ていることが窺える（第Ⅴ章）。

　渡良瀬川と思川に囲まれた第２調節地には河川

の合流点付近と越流堤の北東の一部に耕作地が認

められる。レクリエーション施設としては渡良瀬

川の右岸に古河市が建設した古河ゴルフリンクス

ゴルフ場があるが，調節地内のほとんどは湿地と

して描かれており，実際にもそのほとんどが広大

なヨシ原（写真２）となっている。また第２調節

地では野鳥観察など自然を生かしたレクリエー

ション利用もみられる。

　また遊水地北部に位置する第３調節地には利用

施設などは建設されず，ヨシに覆われた湿地がそ
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写真１　大利根町に現存する水塚
� 写真中央に見える小高い部分が水塚であ

る。ここに蔵を建て，かつては小舟や食

料等を常備していた。

� （２００３年５月加藤撮影）

第２表　谷中村の土地利用（１８９４年）

面積（町）地目
１２８．２１０１田
３６１．５５１４畑
�３３．８３２２宅地
��７．６０１２山林
４８７．３１２４原野
�３７．６２１３沼地

（藤岡町史編さん委員会（２００１）による）

第３表　下宮村，恵下野村の穀物生産量

恵下野村下宮村
�なし�２５．０米（石）
２５０．０１５１．０小麦
６００．０８１５．４大麦
�なし２１４．２大豆
�なし１５１．０小豆

（藤岡町史編さん委員会（２００１）所収『下宮村明治７年
物産取調』，『恵下野村明治８年物産調下書』による）



の大部分を占める。レクリエーション利用は第２

調節地と同じく自然観察，野鳥観察などに限定さ

れている。

Ⅲ　渡良瀬遊水地の国土保全機能

　渡良瀬遊水地は，洪水調節としての治水機能に

加えて，谷中湖には水利権が設定されている。

―　���　―

第６図　渡良瀬遊水地における治水施設とレクリエーション施設
� （渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団資料による）



　本節では，国土交通省の資料と，現地河川事務

所での聞き取りをもとに，これら遊水地の国土保

全機能について整理したい。

Ⅲ－１　洪水調節（治水）機能

１）洪水調節の基本的機能

　渡良瀬遊水地の最も基本的な機能は，洪水調節

を目的とする治水機能である。

　第６図に示したように，周囲堤により遊水地は

取り囲まれており，堤内地と堤外地が仕切られて

いる。遊水地内は大別して第１から第３までの調

節池と河道から成り立っている。各調節池面は，

囲繞堤という堤防により，遊水地内を通る渡良瀬

川本川と仕切られている。

　また，囲繞堤よりも一段低くなっている越流堤

が調節地ごとに１～２箇所設置され，また各調節

地に１箇所ずつ，排水門が置かれている（写真

３）。台風や豪雨などにより上流河川（渡良瀬川，

巴波川，思川）が増水し一定量を超えると，排水

門は閉じられ，各河川の水は越流堤を越えて調節

池に入り，一時的に貯められる。洪水が収まり利

根川の水量が減少してきた段階で，調節地の排水

門が開けられ，貯められた水は池内水路を通じて

下流に放水される。

　遊水地内で各河川は合流し渡良瀬川となり，さ

らにすぐ下流で利根川に合流する。そのため，増

水時に調節地に水を逃がすことは，上流河川ばか

りでなく，下流の利根川へ流す水量を調節し，洪

水を防止する働きもある。

　なお，特に夏季に洪水が発生しやすいことか

ら，第１貯水池（谷中湖）は夏季には水位を下げ

て，治水対策をとりやすいようにしている。

２）洪水調節の実際

　第７図に示すように，この方法で１９７０（昭和

４５）年以降２００２（平成１４）年度までに，計１０回の

洪水調節がなされてきた。洪水調節は毎年行われ

るわけではなく，頻度としては数年に１回程度，

主に台風が原因となっており，時期としては７～

９月に集中している。同年に２度洪水になった年

もあった。

　洪水といっても，栗橋における最大流量と遊水

地に越流する水量は必ずしも関連しない。一時的
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写真２　ヨシ原
� 史跡保全ゾーン付近から第１調節地のヨ

シ原を撮したものである。渡良瀬遊水地

の大部分は，ヨシに覆われており，この

ような景観をみることができる。

� （２００３年５月加藤撮影）

写真３　第２排水門
� （２００３年５月加藤撮影）



かつ急激な増水であれば最大流量は多くなるもの

の，越流量はそれほど増加しないのに対して，反

対に長期間にわたり増水した場合は，最大流量は

大きく上昇しないものの，越流量，貯水量はその

期間の分だけ多くなるためである。

　一例を挙げると，２００２（平成１４）年７月の台風

による洪水では，下流の栗橋地点���において水防

団などが洪水への警戒を始める「警戒水位」

（������１６．０７�）を大幅に超える���１８．３５�まで水

位が上昇した。遊水地における洪水調節が行われ

なかった場合には，これよりもさらに０．６�程度

の水位上昇が試算されており，その場合には周辺

への水害が危惧される，「危険水位」（���２０．０７�）

に接近することになる。遊水地はそれを回避する

役割を果たしている。

　遊水地内の渡良瀬川本川における同じ台風によ

る水量の変化を第８図に示した。平時の渡良瀬川

の水位は，���１１�程度で安定している。しかし

この時には，各川の上流で３００��以上の豪雨が

観測されており，その後まもなく，急激に水位が

上昇し，一時は���２０�を越えるところまで増水

した。���１４�を超えた７月１０日の午後２時過ぎ

に調節地の排水門が閉ざされ，���１８．５�を越え

た７月１１日未明から水が越流堤を超え始めた。そ

の後同日の昼ごろに最高水位に達した後，徐々に

水は引き始めた。越流が終わったのはそれからほ

ぼ半日後の７月１２日未明であった。調節地のゲー

トは，増水した水が���１６�以下となった７月１３

日早朝にようやく開放され，各調整地に貯まった

水が下流へと放流された���。

―　���　―

第７図　渡良瀬遊水地における洪水調節状況（１９７０～２００１年）
� （国土交通省資料による）



Ⅲ－２　利水機能

１）谷中湖の水利用

　谷中湖は，１９７６（昭和５１）年度に着工，１９８９

（平成元）年度に概成し，１９９０（平成２）年度から

水入れがなされ，わが国初の「平地型ダム」とし

て運用が開始された。面積は４．５���，総貯水量は

２，６４０万��であり，これは利根川水系におけるダ

ム全体の利水容量のおよそ５％を占める。現在は

都市用水として，東京，千葉，埼玉，茨城などに

飲料水が供給されている。特に夏季の渇水期を中

心として補給が行われており，第９図に示したよ

うに，最大で３，０００万��以上（１９９７年）の補給が

行われていることがわかる。一方，渇水が発生し

ていない年には補給量も少なく，補給量には年較

差が大きいことが指摘できる。

　ここからわかるように，谷中湖は，洪水調節機

能と利水機能の両方を有した，いわゆる「ダム

湖」である。このような平坦な土地にダムが作ら

れる利点としては，１）集水面積が大きく，川の

上流で局地的に降った雨でも貯水することができ

ること，２）山地と比較して東京をはじめとする

水の供給地に近く，下流で必要になった場合に水

を約半日で供給できること，が挙げられる。

２）水質管理と対策

　しかし，谷中湖の水は，渡良瀬川等の表流水を

利用するために，それらの河川の生活排水等によ

り栄養塩類（窒素・リン）の濃度が高く，混濁な

どの水質障害がある。特に，谷中湖概成直後の

１９９０（平成２）年度から翌年にかけて，利根川下

流域および江戸川流域などの水道水にカビ臭が発
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第８図　台風６号（２００２年）による洪水時における渡良瀬川水位の変化
� （渡良瀬アクリメーション振興財団資料による）



生した。これは，谷中湖の水が前述の栄養塩類に

よって富栄養化し，それによって植物プランクト

ンが異常発生したのが原因といわれている。そこ

で国土交通省は１９９５（平成７）年度から，下流の

栗橋地点でカビ臭を発生させないことを目標に，

以下のような水質浄化対策を行っている（第１０

図）���。

a．ヨシ原浄化施設

　遊水地内に自生するヨシには栄養分吸着性質が

あり，この浄化施設はそれを利用したものであ

る。谷中湖に渡良瀬川から取水した，または非取

水時に貯められた水を，貯水池北側のヨシ原に通

すことによって浄化すると同時に，湿地環境を創

出し，水質浄化と水辺の植物の復元を同時に行う

ことも企図されている。

b．谷田川分離施設

　谷中湖の西岸を流れる谷田川は，従来は貯水池

内に流入していたが，渡良瀬川よりも汚濁が激し

く，貯水池に貯めることによって，その汚濁が一

層強まることが懸念された。そのため，「分離堤」

を構築することにより，谷田川を貯水池から分離

し，そのまま遊水地下流にバイパスさせた。これ

により，谷中湖は谷田川からの取水がなくなるこ

とで，水質の改善が図られた。

c．人工浮島

　谷中湖の中央部，谷中ブロックには人工浮島が

設けられている。この浮島の植物の成長より富栄

養分が吸収され，植物プランクトンの増殖が抑制

される。また同時に，魚類や鳥類の餌場や休憩の

場とするねらいもある。

d．池内水路浄化施設

　池内水路において接触材などを利用し，浄化を

図る施設で，前述のヨシ原浄化施設の補助的な役

割を担うものである。

Ⅳ　渡良瀬遊水地の経済的機能

　谷中村が廃村となり，遊水地化されてからも旧

地権者を中心とした周辺住民は遊水地を入会地と

して漁場，採草地，耕地などに利用してきた。ま

た同時にヨシやスゲ等の遊水地に自生する植物を

利用した産業も行われ，特に藤岡町は遊水地のヨ

シを使用したヨシズの生産で知られている。本章

ではこうした遊水地の慣行上の利用とその経済的

な機能に着目し，検討を加えたい。

Ⅳ－１　谷中村における伝統的産業

　湿地に自生する植物を利用した産業は遊水地化

される以前から行われており，谷中村の重要な産

業となっていた。特にスゲを編み上げて製品化す

るスゲ笠の生産は，近世から農家の副業として盛

んに行われていたものである。藤岡町では，スゲ

笠を扱う笠市が１７１２（正徳２）年にはすでに開か

れていたとされており，藤岡町周辺で産出される

スゲ笠は藤岡町の五十市場に集められ，「藤岡笠」

の名称で売買されていた。また１９０７年当時，藤岡

町中心部には荒物商が１０軒営業しており，そのう

ちの数軒はスゲ笠を扱う問屋であった���。『下宮村

明治七年物産取調書』では「菅笠４万５千蓋」，『恵

下野村明治八年物産調下書』には「菅笠中壱万」

と記されており，江戸期から明治初期にかけてス

ゲ笠の生産が当地域の産業の重要な位置を占めて
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第９図�渡良瀬遊水地における渇水時補給量
の年合計（１９９０～２００１年）

� （国土交通省資料による）



いたことがうかがえる。

　またヨシは明治期までは主に網代に加工されて

いた。１９０１年には谷中村恵下野において網代工場

が創設され，網代の生産と販売が行われた。『恵下

野村明治八年物産取調』では「葭網代中千枚」と

記載されている。このほかにも自生するマコモを

刈り取り，ゴザなどに編み上げて商品化するマコ

モ編みなどが農閑期の副業として行われていた。

これらの産業は谷中村が廃村となり遊水地化され

た後も継続されてきたが，戦後には需要の減少か

ら衰退し，現在ではほとんど行われなくなってい

る。

　また近代的産業としては谷中村において明治後

期から行われていた赤煉瓦製造が挙げられる。赤

煉瓦の原料は粘土と砂であり，湿地である谷中村

では冠水や破堤による砂入によって良質な川砂や

粘土が醸成されていた。これらを主原料として用

いた赤煉瓦製造は１８８７年前後に丸山定之助らに

よって設立された工場で行われていた。谷中村の

赤煉瓦製造は良質な原料に恵まれたことに加え，

渡良瀬川，利根川の水運や消費地に近接した立地

などにより発展したとされる���。
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第１０図　谷中湖周辺の水質浄化対策
� （国土交通省資料による）



　このように谷中村では，湿地に自生する植物や

その良質な土を伝統的に生業に生かしてきた。後

述するように明治期にはまだヨシズの生産はほと

んど行われていなかったと考えられるが，このよ

うな伝統的産業を基盤として，藤岡町を中心とす

るヨシズ生産が展開していったと考えられる。

Ⅳ－２　入会権の設定

　旧地権者らによる遊水地内の利用は１９０７年に告

示された「河川法」を根拠とするものである。

１９０６年に谷中村は行政上の廃村となり，村民の多

くは周辺市町村をはじめ北海道や那須野原などへ

移住していった。しかし一部の住民は政府による

家屋の強制破壊後も仮小屋を建設するなどして村

内に残留し続けた。このため栃木県は１９０７年に旧

谷中村一帯に河川法を適用し，「河川法準用区域内

占用に関する告示」���を出した。これによって

「敷地ニ固着シテ現ニ工作物ヲ施設シ，又ハ敷地

ヲ占用セル者ハ，本年九月十日迄ニ本庁ノ許可ヲ

受ク」ことが必要となった。これは残留民の居住

や耕作を禁止し，立ち退きを強制する目的で告示

されたものであった。しかし一方で河川法では耕

作のための河川敷の占用が認められることから，

許可を得た旧谷中村住民による漁業や耕作を目的

とする旧村域の利用を，法律的に認める結果をも

たらすことにもなった。

　栃木県に対して提出された占用許可願いから

は，旧谷中村民が村域を漁業や採草地として使用

していたことを窺うことができる。１９０８年に下宮

に居住していた古澤繁治を筆頭願人として栃木県

知事宛に提出された「水面拝借願」���では「種鯉」

を放流し，「水産発達ノ目的」のために「旧谷中村

堤内全部ノ水面」を借用したい旨を申請している。

また１９１４年の「拝借協議決定書」���は，買収され

た堤防上の土地を「雑草刈取り」のため借用する

ことを決定したものである。この決定書には「旧

官地先ハ元所有者ニ分割シ，各自採草シ使用料ハ

其筋ノ命ニ依リ間数ニ応ジ名義人ニ各自納付スル

事」とされており，買収された土地を元の所有者

に分割して利用すると規定していることが注目さ

れる。以後遊水地内の土地は旧谷中村，赤麻村，

東赤麻村，部屋村の一部の住民による占用が認め

られてきた。

　現在も旧谷中村住民には渡良瀬遊水地内を入会

地として使用することが認められており，占用者

は毎年国土交通省に対して「占用願い」（現在は

「ヨシ採取願い」）を提出している。占用権の保持

者は現在約１，３００名であり，代行申請を行ってい

る藤岡町役場には２００２年度には遊水地内の

９０，５２４��に対して占用願いが提出されている。

Ⅳ－３　渡良瀬遊水地における内水面漁業

　複数の沼や河川に囲まれた谷中村周辺の地域に

おいては，遊水地化以前から漁撈が行われてき

た。前出の『下宮村明治七年物産取調書』には

「川魚　百七拾貫目代価弐拾五円五拾銭」，『恵下野

村明治八年物産調下書』には「鯉中百〆目金五拾

円，鮒中弐百〆目金弐拾円，鯰四百〆目金拾円，

鰻中弐百五〆目金拾五円」との記述がみえる。水

揚げした魚の大部分は問屋に買い取られ，行商人

によって村内だけでなく栃木や佐野にまで販売さ

れた。しかし『栃木県統計表』によれば，１８８７年

には恵下野村と内野村で「専業漁人」１３名，「兼業

漁人」６２名と，合計７５名いた漁業従事者は１０年後

の１８９７年には専業３名，兼業５名，合計８名にま

で減少している。このような漁業従事者の急減の

背景には鉱毒による魚類への被害があったと推定

される。

　遊水地化後も渡良瀬川や赤麻沼，オバケ沼と呼

ばれる沼などにおいて漁撈が行われ，主にフナ，

コイ，ウナギ，ナマズなどが水揚げされた。『栃木

県統計表』には郡単位での漁業統計が掲載されて

いるが，第４表は，１９１０年当時の下都賀郡全体で

の漁獲量を示したものである。１９１２年には漁船の

保有数が下都賀郡全体で３１２艘と県内で最も多く，

漁獲高もウナギは７，４６０円，コイは４，７４１円の売り

上げがあった。また戦前までの漁はナガナワ，キ

リコミ，またはドジョウウケやウナギウケなどの

罠を用いた伝統的な漁法で行われていた。水揚げ

された魚はイケタカ（写真４）と呼ばれる籠に入
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れ，生きたまま保存された。魚は魚問屋に買い取

られ，多くは東京などの料理屋に卸された。また

遊水地周辺には川魚専門の料理屋やフナの甘露煮

を売る商店も数多くあり，こうした店にも買い取

られていた。

　しかしこうした生業としての漁業を遊水地にお

いて営む家は昭和３０年代以降なくなり，現在は１０

名程度が副業としての漁を行っているのみであ

る。現在では遊水地での漁業はレクリエーション

を目的としたレジャー客が主体となっており，生

業としての漁業からレクリエーションとしての釣

りへと変質している。谷中湖を含む渡良瀬遊水地

の漁業権を管理している下都賀漁業協同組合では

こうした釣り客のためにフナやコイ，近年ではワ

カサギの放流を行っている。フナは大阪，四国な

どから購入したヘラブナを１０月に１�程度，コイ

は霞ヶ浦から購入したものを４月と１０月の２回に

分け，年間で５００��放流している。

Ⅳ－４　藤岡町におけるヨシズ生産

１）ヨシズ生産の変遷と現況

　本節では遊水地のヨシを使用した産業として，

藤岡町のヨシズ生産について述べたい。前述した

ように明治期の藤岡町ではヨシは主に網代に加工

されていた。ヨシズ生産の開始時期については

『藤岡町史』には明治期の「恵下野村地誌編輯材料

取調書」に「産物　葭・阿良筵・葭寿多れ」と

「ヨシすだれ」と読みとれる記載があるものの，

ほかにヨシズに関する史料はなく，本格的な生

産が始まるのは廃村以後のこととしている���。ま

た１９２０年に旧谷中村占用組合が設立され，以後

ヨシ採取のための占用願いが提出されているこ

とから，ヨシズ生産が本格化するのは大正期以

後とするのが妥当と考えられる。ヨシズは日よ

けの目的のほか養蚕などにも使用されたことか

ら，藤岡町で生産されるヨシズは養蚕が盛んに

行われていた上州方面への出荷が多かったとい

う。ヨシズ生産は昭和４０年代に最盛期を迎え，生

産量は３５万枚から４０万枚ほどになり，占用組合の

組合員数も約２００名に上った。しかし近年では中

国産の廉価なヨシズの輸入によって遊水地周辺の

ヨシズ生産は次第に衰退し，現在では年間の生産

枚数は２万枚程度にまで減少している。また組合

員も約３０名に減少し，現在実際にヨシの加工を

行っている生産者は７名である。

　第１１図は藤岡町においてヨシズ生産を行ってい

る�家の年間作業歴である。�家はかつて谷中村

内野集落に居住しており，谷中村廃村にともなっ

て藤岡町に移住してきた。移住後，１９３５年前後ま

では主に赤麻沼での漁業に携わっていたが，１９４３

年ごろから本格的なヨシズ生産を開始している。

　�家では１１月下旬，もしくは１２月初旬に遊水地

のヨシの刈り取りを開始している。この際，ヨシ
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第４表　下都賀郡の漁獲量（１９１０年）

収穫高（円）収量（貫）魚類
���５７０����３７５サケ
�３，７１３��２，５４９アユ
�７，４６０��３，８１０ウナギ
�４，７４１��３，９３１コイ
２３，９３９���不明魚類その他
�５，６１０９７７，０００藻類

（『栃木県統計表』による）

写真４　イケタカ
� 写真のイケタカは，�家所蔵のものであ

る。遊水地内で捕獲した魚類は自宅へ持

ち帰り，これに入れて生きたまま置いて

おいた。

� （２００３年５月加藤撮影）



が枯れきったものでない場合には，刈り取り後に

黒ずんで商品価値が下がるため，刈り取りはヨシ

が完全に立ち枯れるのを待って行われる。ヨシの

採取場所は遊水地内の道路から離れているため，

道路から採取場所まではヨシやその他の雑草を刈

り取って「道あけ」をする。刈り取ったヨシは直

径３０��ほどに束ねて持ち帰るが，かつては牛車

や馬車によって運搬されていた。現在では，ヨシ

ズの原料となるヨシのほとんどが渡良瀬遊水地の

ものである。しかしヨシズ生産の最盛期であった

１９７０年から１９７５年前後には，遊水地のヨシのみで

は需要を満たすことができず，北上川河口付近で

採取することもあった���。またヨシの刈り取り

は，現在ではトラクターで行うため自家労働力で

賄えるが，機械の導入前に鎌を用いて刈り取って

いたころには，近隣農家などから１５人ほどを雇用

していたという。

　刈り取った後のヨシは近隣の農家に委託し，農

閑期の副業として表皮の皮むきが行われる。この

ようにヨシズ生産の主体となっていたのは遊水地

内の占用権を有する旧谷中村民であるが，それ以

外の地域住民もまた雇用労働力としてヨシズ生産

に携わっていた。またヨシは完全に枯れたものの

みを刈り取るため，刈り取り後は乾燥などの期間

をおかずにすぐに皮むきに送られる。�家では現

在ヨシの皮むきを３軒から５軒の農家に委託して

いる。

　皮むきを終えるとヨシはヨシズ生産者のもとに

戻され「ヨシズ編み」が開始される。ヨシは長さ

ごとに分類され，紐によって束ねられていく。ヨ

シを束ねる紐には以前はスゲが使用されていた

が，現在ではより丈夫なシュロを使用している。

�家では昭和４０年代にヨシズ編み用の機械を導入

し，ヨシズ１枚を約３０分程度で編むことができる

ようになった（写真５）。現在では一日に編まれ

るヨシズは１０枚から２０枚程度である。出荷は５月

上旬から開始され，８月の中旬まで行われる。

　また３月には遊水地のヨシ原に火をかけて焼き

払う「ヨシ焼き」が行われる���。このヨシ焼きは

昭和３０年代に害虫を駆除することによってヨシの

品質を向上させることを目的にヨシズ生産者が導

入したものである。しかし現在では立ち枯れたヨ

シや樹木を焼き払うことによってヨシを中心とし

た多様な植物の成長を助け，現在の植生を維持す
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第１１図　�家におけるヨシズ生産年間作業歴（２００２年）
� （聞き取り調査による）

� 注１：破線は外部委託による作業を表す

� 注２：線の太さは作業量を表す



るといった副次的な効果が注目されるようになっ

ている。また近年では渡良瀬遊水地の春の風物詩

として多くの見物客が詰めかけるようになり，イ

ベント化が進行している。こうした環境保護の観

点からの効果やイベント化といった状況に加え，

ヨシズ生産の減少によってヨシズ生産者のみでは

ヨシ焼きを維持することが困難となったため，

２００１年からは国土交通省や周辺自治体が主導して

ヨシ焼きを行うようになっている。

２）ヨシの採取地

　第１２図は，２００３年度にヨシズ生産者から国土交

通省に提出された渡良瀬遊水地内におけるヨシ採

取地点の分布と，聞き取り調査によって得られ

た，６つの採取場所の区分とその呼称を示したも

のである。ヨシズ生産者は毎年，河川法により国

土交通省に対してヨシの採取許可を受けて遊水地

内のヨシを採取している。採取地は谷中湖の北に

ある谷中村史跡保全ゾーン周辺，第２調節地，第

３調節地の東赤麻橋より南側，谷中湖の西側の池

内水路沿いなど広範囲に広がっている。

　また，各生産者がヨシを採取する地点は厳密に

定められており，谷中村廃村後における遊水地内

の慣例的な利用形態を知ることができる。採取場

所は「赤麻分」，「内野分」などのように遊水地化

以前の集落名を冠した名称で呼ばれている。これ

を迅速図に描かれた地名と比較すると「内野分」

は内野村，「赤麻分」は赤麻村，「前原分」は前原

村，「石川分」が石川新田，「�帯刀�分」が帯刀新田，
����

「生井分」が下生井村，「野木分」が野木宿のそれ

ぞれの範囲におおよそ対応している。

　各区分の境界は遊水地内の道路や流路変更前の

旧河道となっている。例えば赤麻分は第３調節地

の内，渡良瀬川左岸から前原分との境界となって

いる道路の西までがその範囲であり，石川分は第

２調節地内の巴波川の旧河道から北がその範囲と

なっている。また内野分も遊水地内の道路が区分

の境界を示している。野木分，帯刀分については

正確な境界が聞き取りでは得られなかったため，

第１２図ではおおよその範囲を示した。

　聞き取りによれば，ヨシズ生産者は廃村前に居

住していた集落の名が付けられた区分でのみヨシ

を採取する権利を有している。また各区分の中で

もさらに採取場所は細分化され，主に廃村前の屋

敷地など所有地周辺を各生産者は採取場所とする

慣例になっている。すなわち土地の所有権を廃村

後に国が有するようになってからも，旧地権者は

土地の事実上の使用権を維持してきたのである。

なお事例として挙げた�家は旧内野集落の出身で

あることから，谷中湖の北，史跡保全ゾーン周辺

を採取場としている。

　基本的なヨシ採取の慣例は以上のようなもので

あるが，例外的に入札によって他の集落出身者が

ヨシを採取する場合があった。特に旧赤麻村住民

が占用権を所持している第３調節地の採取地（赤

麻分）では高品質のヨシがとれるとされ，昭和４０

年代には土地を細かく区分し，入札によって占用

権が譲渡されていた。

Ⅴ　渡良瀬遊水地利用の多機能化

　渡良瀬遊水地は３３���という広大な面積を有し，

ヨシ原をはじめ，希少生物が数多く生息している

など，特徴ある自然環境も有しているため，各種

のレクリエーションや自然保護活動と結びついた

住民活動，学校教育の場としての利用も数多くな

されている。

　そこで本章では，そのような渡良瀬遊水地の利

―　���　―

写真５　機械によるヨシズ編み
� （２００３年５月加藤撮影）



―　���　―

第１２図　渡良瀬遊水地におけるヨシ採取場の分布と名称（２００３年）
� （利根川上流河川事務所資料による）



用を遊水地の多機能化という視点から整理した

い。遊水地の管理・運営には，財団法人である渡

良瀬遊水地アクリメーション振興財団が中心的な

役割を果たしている。アクリ財団は国土交通省と

周辺自治体などの協力により，１９８８年に発足し

た。財団の目的は，「渡良瀬遊水地およびその周辺

における良好な水辺空間の形成を図るための河川

管理施設等の各種施設の整備およびその維持管理

並びに関連する調査研究を行うことによって，国

民に親しまれる河川環境の維持増進に寄与するこ

と」���である。第５表に示したように，「調査・研

究」「広報」「自然を生かした活動」「維持・管理」

の４つを柱として業務が行われている。

　この中で，「自然を生かした活動」では，国土交

通省や周辺市町村，あるいは学校と連携して，「エ

コ・プロジェクト」と題した環境学習プログラム

が実践されている。これらは，環境教育の基本的

な目標を「環境とそれに関わる問題に気づき，関

心を持つとともに，当面する問題を解決したり，

新しい問題の発生を未然に防止するために個人お

よび社会集団として必要な，知識，技能，態度，

意欲，実行力などを身に付けた人々を育てるこ

と。」���と設定している。そして，「興味，関心」「知

識」「行動」の３段階の目標をおき，体験学習を通

じて参加者の知識を深め，最終的にそれを研究発

表するように企図されている。

　なお，２００２（平成１４）年度のこのエコ・プロジェ

クト実施状況を第６表に示した。これによると，

後述する藤岡町立藤岡小学校との連携を軸に，周

辺市町村の学校と連携が図られており，またそれ

以外にも，青年会議所などの機関との連携が図ら

れているのが特徴的であるが，このエコ・プロ

ジェクトは主に学校教育との連携が重視されてお

り���，今後は一層の連携強化が課題として挙げら

れている。

　またアクリ財団は，遊水地の「維持管理」を

担っており，その点からゴルフ場開発や遊水地内

の施設整備などの開発的な役割も担っている。

Ⅴ－１　レクリエーション機能

（１）レクリエーション施設の分布

　渡良瀬遊水地をレクリエーション利用からみる

と，谷中湖における水域，谷中湖周辺のレクリ

エーション域，河川敷に設置された運動公園・ゴ

ルフ場，その他遊水地内の利用の４つに大別され

る。

　谷中湖の水域は道路（含む遊歩道）により北ブ

ロック，南ブロック，谷中ブロックに分かれてお

り（第６図），ブロックごとに利用方法に規定が

定められている。北ブロックはウィンドサーフィ

―　���　―

第５表　渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団の事業（２００２年度）

内容項目
・渡良瀬遊水地活用方策検討
・渡良瀬遊水地成立史作成業務
・渡良瀬遊水地湿地環境保全検討

１．遊水地の調査・研究

・ホームページによる遊水地の案内等財団業務の情報開示
・遊水地湿地資料館の運営，同資料館だよりの発行

２．遊水地に関わる広報業務

・エコ・プロジェクトの実施
・渡良瀬遊水地写真コンテストの実施
・渡良瀬遊水地マラソン及び，花火大会の支援
・渡良瀬遊水地友の会活動の支援
・各種イベントについて，開催前後の維持管理を含めた積極的協力
　→イベントの定着化を図る

３．遊水地の自然を生かした活動

・谷中湖周辺の休日における巡視業務
・安全・環境対策のためのゴミ清掃やヨシ焼き
・谷中湖周辺における売店等の施設整備と適正運営，および維持管理
・谷中湖の水面利用の安全管理
・ゴルフ場の運営と維持管理

４．遊水地に関わる維持管理業務

（渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団資料による）



ンやヨット，カヌーなど，釣りを除く水上スポー

ツ全般の利用が可能である。南ブロックはルアー

や毛針といった擬似餌による釣りが可能であるほ

か，道路に隣接した２００�以内では，ボート，カ

ヌーなどの漕艇にも利用できる。人工湖である谷

中湖にあって，ヨシ原の浮島といった自然的な造

景がなされている谷中ブロックでは，水上スポー

ツは禁止されており，餌釣りの可能域となってい

る。いずれのブロックにおいても，モーターボー

トやジェットスキーなどのモータースポーツは禁

止されている。

　北ブロックの東側と谷中ブロックの北側に隣接

して，イベントやスポーツ，憩いの場として利用

できるレクリエーション域が整備されている。親

水多目的ゾーン（第６図�）には，多目的広場が設

置され，各種イベントにも利用されている。子供

広場ゾーン（第６図�）は，子どもたちが自然に

触れ，走り回ることができる広場のほか，自転車

貸出所も設けられており，家族連れで賑わうエリ

アである。子供広場ゾーンの東側には史跡保全

ゾーンがある（第６図�）。このエリアは旧谷中

村の中心部にあたる地域であり，谷中湖建設の際

に，旧住民による強い希望により水没を免れ，旧

谷中村の史跡を保存するゾーンとして整備した地

区である。集落跡や役場跡，雷電神社や延命院と

いった宗教施設跡，墓地などが史跡として保全さ

れている。

　谷中湖の水域および周辺域はいずれも無料で開

放されており，年末年始と月曜日（祝日の場合は

翌平日）を除く毎日，９時３０分から１６時ないし１７

時（季節によって異なる）まで利用可能である。

　谷中湖周辺域の道路（遊歩道）はマラソンや

ウォーキングなどに好適であり，近隣の高等学校

などの大会が数多く開催されている。また河川敷

には，町営（藤岡町，板倉町，北川辺町，野木

町）の運動公園が４つ，公営のゴルフ場が２つ作

られている。町営の運動公園には，野球場，サッ

カー場，テニスコート，ゲートボール場などがあ
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第６表　エコプロジェクトの実施状況（２００２年度）

参加者区分内容月日名称

藤岡町立藤岡小５年生
（５８名）

授業の一環
ヨシ原浄化施設，史跡保存ゾーン，
谷中湖での野鳥，植物，昆虫，魚
等の調査

６月２０日「われら渡良瀬探検隊」

古河市内の小学生，高校生
（２９名）

イベント

旧谷中村の見学，史跡保存ゾーン
や谷中湖周辺のスケッチによる自
然観察，�ボートによる池内水路
観察

７月２１日
古河青年会議所
「渡良瀬探検わんぱく
ツアー」

栃木市，古河市，総和町，
三和町内の青年会議所会員
の親子（８０名）

イベント

遊水地湿地資料館の見学，古河市
内や池内水路の水での水質検査体
験，�ボートによる池内水路観察，
ネイチャーゲームによる自然観察

８月３１日
��連絡協議会
「ゆうすいち水辺探検
隊」

藤岡町の親子（１３名）
イベント
（藤岡町教
委主催）

ヨシ原浄化施設での自然観察と水
質試験の体験，�ボートによる池
内水路自然観察

１０月１３日
「藤岡町親子チャレン
ジスクール～遊水地自
然観察クルーズ」

藤岡町立藤岡小５年生
（５８名）

授業の一環
ヨシ原浄化施設，史跡保存ゾーン，
谷中湖での野鳥，植物，昆虫，魚
等の調査

１０月２４日
「われら渡良瀬探検隊
Ⅱ」

藤岡町立藤岡小４年生
（５９名）

授業の一環
谷中湖周辺での野鳥，植物，魚，
水，歴史（施設）調査

１１月１９日
「みんなで谷中湖調べ
隊」

北川辺東小・小山市立中小・
板倉町立東小・藤岡町立藤岡
小（計４０名）およびわたらせ
未来基金，日本野鳥の会栃
木県支部

イベント
渡良瀬遊水地及び周辺での学習研
究発表を通して周辺地域間の交流・
情報交換を図る

２月２２日
「渡良瀬遊水地学習研
究発表会」

（渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団資料による）



り，主として近隣住民によるスポーツ利用がなさ

れている。

　このように渡良瀬遊水地では，谷中湖周辺域で

の水上スポーツ，レクリエーション利用と河川敷

に設置されたスポーツ施設の利用がなされている

が，このほかにも，遊水地内では，自然観察会な

どの環境を活かした活動や写真コンテストといっ

たイベントが開催されており，余暇活動の場とし

て機能していることがわかる。

（２）渡良瀬遊水地の利用者数と特性

　第１３図は，渡良瀬遊水地の利用者数の推移を示

したものである。１９９７年度に７７万人余りであった

利用者は順調に伸びており，２００１年度には１２％増

加して８７万人に達している。第７表は，２０００年度

と２００１年度における形態別の利用者数を示したも

のである。遊水地内で開催されたイベントの参加

者が全体の６０％以上を占めている。なかでも祭

り・花火大会の参加・見学者が４０万人を超えてお

り，その大半が８月上旬に開催される渡良瀬遊水

地花火大会の参加者によるものである。花火大会

は古河会場（古河ゴルフリンクス）と谷中湖会場

の２箇所において，三尺玉，スターマインなど合

計約２万４千発の花火が打ち上げられる。年間利

用者数の半数以上が一日に集中している点は，当

日の警備体制，交通渋滞といった社会的問題や，

遊水地の自然環境への人的負荷などの環境問題に

加えて，遊水地利用の通年化という面でも今後の

課題といえる。

　次にアクリ財団の資料を基に，個々の利用形態

の特徴を検討する。

　花火大会に次いで利用者が多いのが，熱気球・

スカイダイビングである。２００１年度に参加者が激

増しているのは，この年から熱気球の「ジャパン

ホンダグランプリ第１戦」が渡良瀬運動公園で開

催されたことによるものである。国内で５戦行わ

れるうちの第１戦であり，約３万５千人が訪れ

―　���　―

第１３図�渡良瀬遊水地の利用者数（１９９７～
２００１年度）

� （渡良瀬遊水地アクリメーション振興財

団資料による）

第７表　渡良瀬遊水地の形態別利用者数
（２０００～２００１年度）

２００１２０００利用形態／年度
７５，２６５６０，１０５町営グランド��

一
般
利
用

１２０，３３３１１４，７７２谷中湖周辺域
８２，５５６８９，１９４ゴルフ場��

４５，３８７４３，５４１その他
３２３，５４１３０７，６１２小計
１０，８４５７，３８０ウォーキング

イ
ベ
ン
ト
利
用

３７６２５２自転車・ローラースケート
１５，１００１６，１４８マラソン・駅伝
２，３４２２，４２５水上スポーツ
４１，１８２１７，１００熱気球・スカイダイビング
３，１５０５，５００トライアスロン・デュアスロン
４６３，０００４４３，５００祭り・花火大会
６，６４４６，５６８環境教育・住民活動
３，７１１１，２８０ボランティア・クリーン作戦
２７２１７０広告撮影
３８１３２４水難事故訓練

５４７，００３５００，６４７小計
８７０，５４４８０８，２５９合計

（渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団資料による）

１）町営グランド利用者は以下の各施設の利用者数で
ある。渡良瀬運動公園（藤岡町），渡良瀬町民運動場
（板倉町），渡良瀬総合グランド（北川辺町），野渡・友
沼グランド（野木町）。
２）ゴルフ場利用者は，古河ゴルフリンクス（古河市）
と渡良瀬カントリークラブ（藤岡町）利用者の合計で
ある。



た。これは熱気球の国内最高峰の競技大会であ

る。古河市体育協会主催の古河熱気球大会も例年

開かれている。遊水地は湿地が多いため，地表温

度も高温になりにくく，平坦部が広く視界も開け

ていて着地に好都合であるといった，スカイス

ポーツの好条件を有している。そのため熱気球の

ほかにも，年間を通して藤岡町のスカイダイビン

グ・スクールが体験ジャンプの講習会やスカイダ

イビング教室を実施している。

　谷中湖周辺域を利用したイベントとしては，マ

ラソン大会や駅伝競技会，ウォーキング大会など

の実施が顕著である。第８表は，その中でも最大

規模であった渡良瀬遊水地マラソンの種目別参加

者を示したものである。２００２年の大会は１１月９日

（日）に行われ，３，６９７名が参加し，９２％にあたる

３，４１１人が完走した。種目は，渡良瀬遊水地の周

回を２周する男女別フルマラソン（４２．１９５��，

対象：高校生以上）のほか，谷中湖１周コース

（１０��，対象：高校生以上），谷中湖の北ブロック

を１周するファンラン（５��，対象：中学生以

上）をはじめ，小学生とその親を対象とする親子

ペア（２��）と小学生以下によるキッズラン（１

��）といった子ども用のプログラムも用意されて

いる。フルマラソンは日本陸連の公認コースであ

り，参加者最高タイムは２時間３５分５１秒であっ

た。市民ランナーから競技者まで幅広く参加でき

る大会として知られている。

　第１４図は，同大会参加者の都道府県別分布を示

したものである。全国３２都道府県からの参加が

あった。埼玉県の１，２６０人が最多であり，以下，

東京都８０６人，栃木県４８４人，群馬県３９４人，茨城

県２８３人の順である。関東地方の都県からの参加

者が多いものの，北海道から沖縄県まで参加者の

分布は広域に及んでいることがわかる。

　１０月から１２月にかけては，マラソン大会，持久

走大会，強歩大会などの名称の競技会が開催され

ている。これらの競技会の主催団体をみると北川

辺町，宮代町，春日部市，越谷市といった埼玉県

東部地区にある高等学校や地元の藤岡町，板倉

町，古河市などの小中学校によるものが多くなっ

ている。マラソンのスタート地点にあたる谷中湖

の入口は東武日光線の柳生駅が最寄り駅である。

東武線で結ばれた沿線地域の高等学校や自転車な

どでアクセスできる近隣の小中学校にとって，平

坦で走りやすく，自動車の流入を制限できる渡良

瀬遊水地は，マラソンなどの会場として好適地で

あることがわかる。

　近年では，中高年層の健康ブームに呼応して，

ウォーキングが脚光を浴びているが，４月，５月

の時期にはジョギングやウォーキングなどのイベ

ントも開催されている。

　第１５図は，２００３年３月２９日（土），３０日（日）に

行われたウォーキング大会（古河まくらがの里・

花桃ウォーク）における古河市以外からの参加者

分布を示したものである。花桃ウォークは，日本

ウォーキング協会，茨城県ウォーキング協会，古

河市などが主催して行っているものであり，２００３

年で第４回を迎えた。１日目は古河の市街地，２

日目は渡良瀬遊水地内に設けられたそれぞれ�

７��，１５��，２０��のコースを，自分のペース

にあわせて歩くものである。２００３年は２日間の各

コース合計で２，８４４人の参加者があった。

　渡良瀬遊水地マラソンと同様に，埼玉県（２４８

人），茨城県（１９３人），東京都（１１６人），千葉県

（１０３人）などの関東地方各県からの参加者が多い
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第８表　渡良瀬遊水地マラソンの種目別参加
者（２００２年）

完走数受付数種目
１，８９８２，０７７男子フルマラソン
２２６２６７女子
２，１２４２，３４４計
６０９６４１男子１０��
１６７１８１女子
７７６８２２計
２０６２２６親子ペア（２人１組）
８１８１男子谷中湖ファンラン
７０７０女子
１５１１５１計
１５４１５４１��キッズラン
３，４１１３，６９７合計（人）

（渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団の資料による）



ものの，全国から参加者が集まっていることが窺

える。市町村別にみるとさいたま市の４３人が最多

で以下，利根町（茨城県）と水戸市の２５人，横浜

市と千葉市の２４人，春日部市（埼玉県）の２３人，

宇都宮市１９人の順になっている。

　このほかにも古河市体育協会が主催するウォー

キング＆ジョギング大会や，日本ウォーキング協

会などの主催する，みずウォーク渡良瀬遊水地大

会などが毎年開催され，多くの参加者がある。ラ

ンニングに自転車を組み合わせたデュアスロン，

さらに水泳を加えたトライアスロンも走行路と水

域を持つ渡良瀬遊水地は優れた会場であり，２００１

年度は５回の大会が実施され，のべ３千人以上の

参加者があった。

　水上スポーツ関係では，谷中湖北ブロック，南

ブロックを利用して，栃木県や群馬県の高校総体

のボート競技やカヌー競技，国体のヨット競技の

予選が行われている。競技会だけではなく，栃木

県，群馬県，埼玉県など近隣の高校におけるこれ

ら水上スポーツ関係の部活動の練習場としても活

用されている。

　このような水域，陸域，空域を活用した各種ス

ポーツやイベントといったレクリエーション的な

利用に加えて，豊かな自然環境を題材にした環境

教育の場としても，渡良瀬遊水地は利用されてい

る。年間を通して，藤岡町，板倉町，北川辺町，

古河市，小山市といった地元の小中学校による教

育活動の一環として，自然観察会やエコ・プロ

ジェクトが実施されているほか，市民団体による

野鳥観察，植物観察，花見会などが企画されてい

る。また環境意識の高まりもあり，ボランティア

による遊水地内のクリーン活動にも多数の参加者

があり，域内の環境保全への取り組みがなされて

いる。

　第９表はアクリ財団の敷地内にある渡良瀬遊水

地湿地資料館の来館者の分布を示したものであ

る。同館は，遊水地や湿地に関する情報提供，資

料の公開，遊水地内の写真展示といった調査研究

をはじめ，遊水地における交流の場として２０００年

７月に設けられた施設である。資料館の東側に
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第１４図�渡良瀬遊水地マラソンの参加者
（２００２年）

� （渡良瀬遊水地アクリメ－ション振興財

団資料による）



―　���　―

第１５図　古河まくらがの里・花桃ウォーク参加者分布（２００３年）
� （古河市役所資料による）



は，湿性植物園が設置され，貴重種を含めた遊水

地内の湿性植物が生育されている。貴重種の中に

は，絶滅が危惧されるレッドデータブックに記載

される種も含まれている。また小学生の総合学

習，社会科見学などのフィールドとしての利用度

が高くなっている。第９表から，遊水地に接する

２市４町からの来園者の割合が３５％を占めている

一方で，栃木，埼玉，群馬，茨城の４県以外から

の利用者も２０％弱に達していることがわかる。

　以上のイベント利用者のほかに，散策やピク

ニック，サイクリング，釣りといった日常利用者

が年間１２万人，町営グランドの利用者が７万５千

人，ゴルフ場利用者が８万２千人に達した。

　第１６図は，２００２年度の渡良瀬カントリークラブ

の入場者数である。合計で４万４千人余りの入場

者があったが，月別にみると５月，１０月，１１月の

春秋のシーズンに月間４千人以上の入場者がみら

れた。栃木県や茨城県は首都圏にあって平野部が

広いことからゴルフ場が数多く立地しているが，

同カントリークラブは２００２年度の栃木県内ゴルフ

場で７位に位置している。遊水地内にあるため夏

の出水時には長期間閉鎖されることがあり，排水

後の整備にも手間がかかることが問題点である。

同クラブの２００３年４月の入場者を都道府県別に示

したものが第１７図である。４，０２５人の来場があり，

そのうち５５．９％にあたる２．２５１人が埼玉県，次い

で東京都６２１人，茨城県３０８人，栃木県２７１人の順

であった。

　東京都心より６０��圏に位置する渡良瀬遊水地

は，利水・治水といった本来的な機能に加えて，

都市住民および近隣住民のレクリエーション空間

として利用がなされていることが明らかとなっ

た。

Ⅴ－２　環境保護・教育的機能

　渡良瀬遊水地は，もともと国を筆頭とする行政

主導で作られたものである。しかし，昨今はその

遊水地独特の自然環境を保護しようとする動きが

みられ，またそれは「総合的な学習の時間」の導

入により，より地域学習や体験学習を重視するよ

うになってきた学校教育にも影響を与えている。

　本節ではこれらの渡良瀬遊水地における自然環

境保護活動の展開を，１）環境団体の活動と，２）
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第９表�湿地資料館来館者の分布（２００１年７
月～２００３年３月）

来館者数所在地
１，４９３栃木県計
６４４藤岡町
１１５小山市
８３野木町
３７９埼玉県計
２６北川辺町
３０８群馬県計
６６板倉町
２０９茨城県計
１０４古河市
５７３その他の都道府県
２，９６２合計

（渡良瀬遊水地アクリメーション振興財団資料による）

第１６図�渡良瀬カントリークラブの入場者数
（２００２年度）

� （栃木県ゴルフ場支配人会による）



学校教育の２つの観点からの活動実態を取りあげ

たい。

１）環境保護団体「わたらせ未来基金」

　「わたらせ未来基金」の原点は，渡良瀬遊水地内

の第２調節地を，谷中湖のようにダム湖化し，「第

２貯水池」化とする動きがみられた，１９９０（平成

２）年９月に，それに反対する市民運動として誕

生した「渡良瀬遊水池を守る利根川流域住民協議

会」（以下，協議会とする）である。

　その後，国土交通省や地方自治体などによる

「渡良瀬遊水地総合開発第２期事業審議委員会」を

はじめ，行政側との交渉を経る中で，２００２（平成

１４）年８月に第２貯水池建設計画の中止が正式決

定された。

　協議会はそのような交渉と同時に，独自に渡良

瀬遊水地の保護のための活動を行ってきた。それ

は，単なる反対運動のスタイルではなく，「渡良瀬

遊水池���の自然環境をどう守り，伝えていくか」

という考えに基づき，自然調査や絵はがきの発

行，ガイドマップの作成をしてきた。このような

中で，「渡良瀬湿地帯に氾濫原の生態系を再生さ

せ，４０年後にコウノトリを生息させることを目標

として，渡良瀬エコミュージアム・プランの実現

を図り，自然を保全して自然と調和した流域社会

システムの構築を行う」目的���で，協議会から派

生して「わたらせ未来基金」が２００１年に発足した。

　現在は，特に「わたらせ環境教育」を一つの軸

として，古河市内をはじめとする近隣の公立学校

に，第１０表に示すような活動を展開している。学

校教育における主な活動としては，１）学校ビオ

トープの作成や講義など学校内での活動，２）谷

中湖を中心とする渡良瀬遊水地での観察・見学会

の２種類に大別できる。また，学校への出張だけ

でなく，２月に実施されている「そーなんだ！渡

良瀬湿地」のように，未来基金が主催となって行

う環境教育活動も見られ，さまざまな形で，渡良
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第１０表　わたらせ未来基金の主要年間活動
（２００２年度）

内容月
「渡良瀬遊水地クリーン作戦」に参加４月
渡良瀬遊水地の土を足尾に搬出
「春の植樹デー」に参加
ヨシ青刈り（ヨシ堆肥化試験）に参加５月
わたらせ未来プロジェクト講演会・総会６月
「渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員会」発足会
古河市立古河第三小，第七小の見学・観察会
古河市立古河第六小の授業７月
「遊水地連絡会」環境学習部会に参加（２月にも
実施）
足尾「グリーンフォーラム」に参加８月
「遊水地連絡会」ゴミ対策部会に参加（２月にも
実施）

９月

古河市立古河第三小，第七小の授業・体験学習１０月
藤岡町立藤岡二中でのよしず編み
どんぐり里親・どんぐりの発送１１月
古河市立古河第七小で学習発表会
古河市立古河第四小で学校ビオトープ作り１２月
古河市立古河第七小でヨシ刈り１月
「渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員会」に参加２月
佐野高等学校における学校ビオトープ作り
渡良瀬遊水地特別企画「そーなんだ！渡良瀬湿
地」開催（９日間，内容は出張体験授業，講演
会，ヨシズ編み教室など）
ヨシ焼きに協力・参加３月

（わたらせ未来基金資料による）

第１７図�渡良瀬カントリークラブの利用者
（２００３年４月）

� （同クラブ資料による）



瀬遊水地の学習への協力を行っている。

　また直接教育とは関連しないが，国土交通省が

主催する「渡良瀬遊水地湿地保全・再生検討委員

会」へ，市民団体の代表としての参加も積極的に

行われている。ここでは，ゴミ問題や環境学習問

題などについて部会ごとに，「自然保護」の立場か

ら発言がなされている。

２）　学校教育の取り組み

　渡良瀬遊水地を囲む４県２市４町の各自治体で

は，遊水地を管理している国土交通省などととも

に，それぞれ遊水地の理解と環境維持を訴えるた

め，各自治体の学校教育における取り組みをして

いる。

　本項ではその中で，古河市立古河第七小学校と

栃木県藤岡町立藤岡小学校の事例を取りあげた

い。

a．古河市立古河第七小学校の事例

　古河市立古河第七小学校（児童数５２２名，２００３

年４月現在）は，古河市の南部を学区としている。

　２００１（平成１３）年３月より「総合的な学習の時

間」を中心として，『「わたらせを守る」～足尾に

緑を～』と題した渡良瀬遊水地に関する学習実践

を，前述した「わたらせ未来基金」とともに行っ

ている。２００１年から２００２年度にかけて行われた具

体的な内容を，第１１表に示した。

　この表からわかるように，学校内で最も広範な

学年で取り組まれているのは，ヨシズ編みとビオ

トープ作りである。

　ヨシズ編みは，前章でも触れた藤岡町のヨシズ

編みを専門とする方を講師として招き，その指導

の下で作成しており，実際に遊水地のヨシを刈

り，３年生から６年生までが交代で編んでいる。

編んだヨシズは渡良瀬川上流の栃木県足尾町に送

り，山の斜面に土砂崩れ防止のために張られた

り，あるいは博物館での展示���などもされてい

る。

　またもう一つ特徴的なのはビオトープ作りであ

る。「ビオトープ」とは，「特定の野生の生き物が

生息する空間」をいう。日本の場合，「学校におい

てその地域の野生の生きものが生息することがで

きる場所を確保し，自然学習を行おう」���という

動きがみられる。

　古河市は環境教育推進事業を展開している。古

河第七小の場合も，東京大学農学生命科学研究科

の研究員の指導により，渡良瀬遊水地を題材とし

た学校ビオトープ作りが展開されている。長さ

２０�，幅６�程のひょうたん型の通称「トンボ

池」には，渡良瀬遊水地の「ありのままの姿」を

教師・児童ともに校内に再生する試みが行われて

いる。

　６年生においては，これまでの教育活動の総ま

とめとして，遊水地のジオラマ作りや，遊水地に

生息する鳥のカービング作り，および魚のはく製

作りが行われ，自然環境保護と同時に，郷土に対

する愛着を持たせる学習の一環とされている。

　また，この活動は学習指導要領の改訂により，

教育課程上に「総合的な学習の時間」が本格導入

された２００１（平成１３）年度から実施されたもので

あり，実際には「総合的な学習の時間」のために

行われたといってよい。本来的には生活科，理

科，社会などといった教科教育とも密接に関連し
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第１１表�古河市立古河第七小学校における渡
良瀬遊水地に関する学習（２００１～
２００２年度）

概要学年題名
１．８�四方のヨシズ３２枚を
編み，足尾に送った。

３～６年ヨシズ編み

渡良瀬遊水地の土（トラッ
ク２４台分）を運んで，長さ
２０�，幅６�の通称トンボ
池をつくった。遊水地では
開花しなかった絶滅危惧種
のミズアオイが開花した。

４～６年ビオトープ作り

渡良瀬川の源流となる足尾
を訪ね，荒れた山肌を自分
たちの目で確かめる。

５年足尾見学

足尾に行って拾ってきたド
ングリの苗を育てる。

５年ドングリ育て

年に一度，遊水地にてヨシ
刈りを行った。

５～６年ヨシ刈り

わたらせ未来基金の講師を
招聘し，現地学習も含めて
行った。

５～６年
渡良瀬遊水地に
ついての学習

（古河第七小学校作成資料および聞き取り調査による）



ているが，聞き取りによれば，実際の現場では教

科教育の内容をこれらの活動と関連付けて行うの

は困難ということであった。

b．藤岡町立藤岡小学校の事例

　次に，校外での体験・調査的学習を重視した栃

木県藤岡町立藤岡小学校（児童数３３４名，２００３年

７月末現在）を取りあげる。藤岡小学校では遊水

地の学習を，「総合的学習の時間」の実践として，

２０００（平成１２）年度から行っている���。同校の

２００２年度における学習内容を第１２表に示した。

　当該年度は，学校テーマとして「まるごと渡良

瀬遊水地」と題し，生活，興味・関心に基づいた

調査活動を，前述のアクリ財団との連携の下に展

開した。

　この実践で特徴的なのは，谷中湖を中心とした

体験・調査学習を一つの共通したテーマとして，

カリキュラム上各学年および各教科との連携が，

意識的に図られていることである。基本的に同校

の渡良瀬遊水地の活動は，グループや各個人の調

査・研究活動とその発表を重視した内容となって

おり，この点については３年生から６年生まで共

通である。

　また，空間的に限定された範囲や実証的な内容

から広域化・抽象化が図られている点も特徴とし

て指摘できる。３・４年生は谷中湖とその周辺ま

での地域での調査に限定されるのに対して，ほぼ

年間を通じて渡良瀬遊水地の自然環境を題材とし

た活動が展開される５年生においては，合計６回

の調査活動が行われ，その中では谷中湖周辺の自

然環境から，児童によっては足尾銅山の問題や治

水・利水についてのテーマなどに拡大した学習実

践が行われている。

　６年生は直接遊水地内での活動からは外れる

が，社会科で歴史を学ぶこともあり，藤岡町や遊

水地の「地域史」を個人での調査を行う中で学び，

体験する内容となっている。実際の体験学習で

は，古河第七小の実践でもみられたヨシズ作り

や，菅笠，マコモ編みなどの製作体験も行われて

いる。

Ⅵ　おわりに

　以上本稿では，国家の治水事業として創りださ

れた渡良瀬遊水地の成立過程を概観した上で，そ

の地域的性格を利用形態から分析した。最後に本

稿で明らかにされた知見を整理するとともに，渡

良瀬遊水地の空間特性を考えてみたい。

　渡良瀬遊水地は東京都心より北６０��，渡良瀬

川最下流部に設けられた面積３，３００��に及ぶわが

国最大の遊水地である。渡良瀬遊水地の建設に

は，いくつもの地域的条件が関係しているが，旧
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第１２表　藤岡町立藤岡小学校の「総合的な学習の時間」における渡良瀬遊水地に関する学習
（２００２年度）

関連教科概要時期学年テーマ

理科・国語
「せせらぎ水路」を自然観察し，水路の成り立ちや管理に
ついて話を聞いた上で，グループ別にテーマを設定し調
査・報告する。

９月～１２月３年
「せせらぎ水路
で大発見」

理科・国語・
社会

「谷中湖」を自然観察し，わかったことをまとめた「チャ
レンジマップ」を作成した上で，テーマ（魚・野鳥・植
物・水・歴史）別に学習課題を設定し，調査・報告する。

９月～２月４年
「みんなで谷中
湖調べ隊」

理科・国語・
社会

各自のテーマを元に夏と秋に各３回，合計６回の自然観
察活動の実施を通して渡良瀬遊水地の自然環境を調査・
発表すると同時に，その結果を地元に伝える活動（「リ
サーチ活動」）を実施し，冊子化する。

４月～１月５年
「われら渡良瀬
探検隊」

社会・国語

田中正造をはじめ，遊水地の成立とかかわりながら生き
た人々と歴史について調査・体験活動を行う。その上で
調査した事項を発表し，ホームページ上での公開も行
う。

１０月～１２月６年
「遊水地に生き
た人々」

（藤岡小学校作成資料による）



足尾銅山の鉱毒被害が社会問題となり，時の明治

政府が鉱毒被害を押さえるために，この地域に洪

水防止を目的とする広大な遊水地を設置したもの

である。田中正造らによる大きな抵抗運動にもか

かわらず，設置場所には，現在地である栃木県谷

中村（現藤岡町）が選定された。遊水地化工事は

１９０７（明治４０）年の土地の強制買収に始まり，そ

の後，渡良瀬川の改修，築堤が順次進められた。

　渡良瀬遊水地の機能は大別すると，１）洪水調

節としての治水機能や都市用水としての谷中湖の

利水機能に代表される国土保全機能，２）谷中村

廃村後の旧地権者による漁場や採草地，耕地など

の生業的利用にみられる経済的機能，３）近年の

レクリエーション的利用や環境意識の高まりによ

る住民活動・環境学習の場といったレクリエー

ション機能や環境保護・教育的機能，に分類され

る。

　遊水地の本来の目的である国土保全機能として

の治水機能は，最も重要な機能であるが，利根川

水系全体としての治水システムが構築され，土木

技術も飛躍的に進歩した現在において，周辺住民

が直接的にその恩恵に浴する機会は幸いにも減少

している。わが国最初の平地型ダムである谷中湖

は，都市用水として下流部の都県に供給されてい

るものの，近年では水需給が安定し，水需要の増

大による利水機能の拡大の可能性は低いものと

なっている。このように国策によって創りだされ

た広大なオープンスペースは，下流域の住民の生

活・安全を守るという当初の目的は十分に達成し

ているものの，一方で，水害が激減し遊水地の治

水機能が自明のものとなるにつれて，さまざまな

土地利用のニーズが生じてきた。

　旧地権者による生業的な利用は，遊水地設置当

初より継続的に行われてきた。湿地に自生する植

物を利用したスゲ笠やマコモ編みなどの製作と複

数の沼や河川で行われていた内水面漁業は重要な

収入源であった。これらは遊水地化以前からの住

民の生業であったが，時代が下るとともに衰退を

余儀なくされた。特に大きな収入源であった漁業

は，渡良瀬川の付け替えによる土砂流入により沼

地や河川域が急速に減少すると，昭和３０年代以

降，大きな打撃を受けた。これらに代わって昭和

４０年代に最盛期を迎えたのがヨシズ生産である。

遊水地化以降，ヨシの自生面積は増加し，ヨシズ

生産が本格化した。最盛期には年間４０万枚の生産

があり，遊水地内でヨシの供給を賄うことができ

ない程であったが，現在ではその２０分の１までに

減少している。

　このように国家による土地の管理・運営を原則

として，その目的を妨げない範囲で旧地権者によ

る土地利用が許可されてきたといえる。

　一方で社会が成熟し，経済の低成長期が続いた

１９９０年代になると，日本人のライフスタイルにも

変化が現れてきた。なかでも人生における余暇活

動に価値を求める人々が増加し，生活の質を大切

にする傾向が顕著になってきた���。

　東京６０��圏に位置する渡良瀬遊水地は，首都

圏近郊に位置する広大なオープンスペースであ

り，土地利用が最小限に制約されているが故に保

たれてきた自然環境と交通の利便性により，都市

住民の憩いの場，レクリエーションの場として利

用がなされるようになった。谷中湖が完成しレク

リエーションエリアが整備されると，渡良瀬遊水

地は，周辺住民の散策・運動の場となり，同時に

マラソンなどの陸上スポーツ，カヌー，ヨットと

いった水上スポーツから，熱気球・スカイダイビ

ングなどのエアースポーツに至るまで，東京大都

市圏住民のレクリエーション活動の拠点としても

利用が盛んになった。さらにレクリエーション利

用と並行して，地元環境団体による自然保護活動

の場や地元小学校の環境学習の場としても利用が

なされてきた。

　国家による土地の強制収用により設置された渡

良瀬遊水地は，歴史的な設置経緯からその動向は

衆目を集めてきた。同時に地理的な位置からは，

大都市圏内にある広大なオープンスペースと豊か

な自然環境により有効利用が期待されている。国

家，旧地権者，周辺住民，都市住民がそれぞれの

立場から，遊水地の利用に関わっており，利用の

あり方に関するベクトルは必ずしも一様ではな
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い。

　治水・利水という公益的な事業を管轄する国は，

渡良瀬遊水地内の土地を所有・管理するという権

力を有するが，治水の安定，水需要の減退によ

り，遊水地の新たな有効利用方法を模索してい

る。豊かな自然環境の保全と整備は，国の一つの

施策であり，遊水地内に棲息する動植物の調査・

保護の取り組みがなされている。

　旧地権者の中には，現在でもヨシの利用など遊

水地内での生産活動に従事する人もあるが，ごく

少数であり，ヨシの維持・管理を行う労働力も不

足している。そこで近隣町村や周辺住民と連携し

てヨシ焼きをイベント化するなど，遊水地内の自

然を守る運動との連携や観光資源化をはかること

によって，生業基盤をかろうじて確保しているの

が現況である。

　周辺住民は渡良瀬遊水地を身近なレクリエー

ションの場として利用する一方で，環境保護団体

のような遊水地の自然を守る運動に関わる人も存

在する。しかしながら国の意図する環境保護のあ

り方とは必ずしも一致せず，また各種団体によっ

ても活動指針はさまざまであり，一枚岩とはいい

がたい。

　他地域に居住する都市住民は，レクリエーショ

ン的利用が主である。陸・水・空という三域を活

用できる渡良瀬遊水地は，首都圏住民にとって貴

重なレクリエーションの場であるものの，遊技施

設や宿泊施設，レストランなどの飲食施設などの

観光関連施設がほとんどないため，年間を通して

の大きな集客力はなく，一方で自然探勝といった

グリーンツーリズムの対象にもなりにくい。

　遊水地の利用方法は国土保全機能を基盤にしな

がらも，遊水地をとりまく各主体の思惑や社会的

価値観の変化などの影響を受け，複数の機能が付

加されて，現在のような利用形態が形成されてき

た。国土が狭小なわが国にあって，オープンス

ペースのあり方とその利用は重要な課題であり，

渡良瀬遊水地の利用は今後のオープンスペースの

活用を考える上でも注視していく必要があろう。
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　本稿を作成するにあたり，国土交通省関東地方整備局利根川上流河川事務所，財団法人渡良瀬遊水地

アクリメーション振興財団，古河市教育委員会，藤岡町教育委員会をはじめとする関係各所の皆様がた

には，資料収集や聞き取り調査において，大変お世話になりました。なかでもアクリ財団の黒岩幸男氏，

渡辺徹氏，および旧谷中村占用組合代表　田中逸郎氏には，多大なるご協力を賜わりました。また製図

に際しては，筑波大学博士特別研究員の兼子�純氏に御助力を頂きました。以上記して厚く御礼申し上げ

ます。なお本研究の一部には文部科学省科学研究費補助金（課題番号１３４８００１４　研究代表者　田林　明），

および筑波大学学内プロジェクト補助金（研究代表者　松井圭介）の一部を利用した。
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